
糖尿病に対する遺伝子治療ならびに幹細胞治療
-汎動物学的観点からペット犬の治療を通しての展望-

Gene and Stem Cell Therapy for Diabetes

日時：2016年5月9日（月）17:30～

場所：信濃町キャンパス
北里記念医学図書館2階北里講堂

Department of Organ Fabrication

プレゼンター：Sir Roy Yorke Calne
（ケンブリッジ大学医学部名誉教授）

座長：北島 政樹 先生
(国際医療福祉大学 副理事長・名誉学長)

この度、２０世紀の奇跡の医療と言われ
る臓器移植の成績を免疫抑制剤の有効
性の確認によって飛躍的に向上させ、
移植医療を牽引されてきたケンブリッジ
大学医学部名誉教授のロイ・カーン卿に
慶應義塾大学医学部に来ていただける
ことになりました。

連絡先：慶應義塾大学医学部臓器再生医学寄附講座

03-3353-1211（内線:63968） 03-5315-4090（直通）

junhaga@z8.keio.jp
（ご参加の際には、事前にご一報くださいますようお願い申し上げます）
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